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会社分割による化粧品事業の分社化に関するお知らせ 
 
 

当社は本日開催の当社取締役会において、下記のとおり当社の化粧品事業を会社分割し、当社の

100%子会社として新設する双日コスメティックス株式会社に承継することを決定いたしましたので、お知ら

せいたします。 
 

記 
 
１．会社分割の目的 

今回の会社分割は、当社グループ事業再編の一環として、化粧品事業において自社ブランド開発力

を強化し事業価値を高める一方で、化粧品業界の環境変化への迅速な対応を可能にすることにより、

収益力及び競争力の強化を図ることを目的に実施します。 
 
２．会社分割の要旨 
（１）分割の日程 

分 割 決 議 取 締 役 会 2006 年 12 月 21 日 
分 割 の 予 定 日 （ 効 力 発 生 日 ） 
又 は 新 会 社 設 立 登 記 日 2007 年 4 月 2 日 (予定) 

（注）1. 本分割は簡易分割であり、会社法第 805 条の規定に基づき、当社においては株主総会

の承認を得ることなく行います。 
2. 株券は不発行といたします。 

 
（２）分割方式 

当社を分割会社とし、双日コスメティックス株式会社を承継会社とする新設分割です。なお、当社の

分割については物的分割を採用しております。 
 
（３）割当株式数 

承継会社は、本分割に際して普通株式 400 株を発行し、そのすべてを当社に割り当てます。 
 
（４）分割により減少する資本金等 

分割により減少する資本金等はありません。 
 



（５）分割会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 
当社は、2006 年 6 月に「転換社債型新株予約権付社債」（額面総額 3,000 億円）を発行しており

ますが、本分割によるこれらの新株予約権付社債の取扱いにつきましては、変更ありません。 
 
（６）承継会社が承継する権利義務 

承継会社は、承継会社の成立の日時点での本事業に関する受取手形、売掛金を除く資産、支払

手形を除く負債ならびに本事業に関する契約上の地位を当社から承継します。 
本件事業に従事する従業員については、本分割において承継会社に承継されないものとし、当社

は、従業員を承継会社に在籍出向させるものとします。 
 
（７）債務履行の見込み 

当社及び承継会社が負担すべき債務については、履行の確実性に問題はないと判断いたしており

ます。 
 
３．分割当事会社の概要 

（１） 商 号 
双日株式会社 
（分割会社） 
（2006 年 9 月 30 日現在） 

双日コスメティックス株式会社 
（承継会社） 
（2007 年 4 月 2 日見込み） 

（２） 事 業 内 容 総合商社 化粧品の開発企画・販売 
（３） 設 立 年 月 日 2003 年 4 月 1 日 2007 年 4 月 2 日 
（４） 本 店 所 在 地 東京都港区赤坂 6-1-20 東京都中央区 

（５） 代 表 者 の 役

職 ・ 氏 名 
代表取締役社長 
土橋 昭夫 

代表取締役社長 
武藤 満夫 

（６） 資 本 金 60,127 百万円 200 百万円 
（７） 発行済株式数 723,884,891 株 400 株 
（８） 純 資 産 584,759 百万円 400 百万円（予定） 
（９） 総 資 産 2,685,271 百万円 1,506 百万円（予定） 
（10） 決 算 期 3 月 31 日 3 月 31 日 
（11） 従 業 員 数 18,218 名 80 名 
（12） 主 要 取 引 先 － － 
 
（13） 
 

大株主及び持

株 比 率 

日本ﾄﾗｽﾃｨ・ｻｰﾋﾞｽ信託銀行(株)7.07％ 
日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行(株) 4.40％ 
日本証券金融株式会社(株) 3.67％ 

双日(株)  100.00％ 

（14） 主要取引銀行 (株)三菱東京 UFJ 銀行 
(株)みずほコーポレート銀行 未定 

資 本 関 係 当社は承継会社の発行済株式の 100％を保有する。 
人 的 関 係 当社は承継会社に役員を派遣する。 （15） 当事会社間の

関 係 等 
取 引 関 係 特記すべき事項はありません。 



 

（16） 
 

分割会社の最

近３年間の業績 

 
 

（単位：百万円、一株当たり指標の単位は円） 
 双日株式会社（分割会社） 

決 算 期 2004 年 3 月期 2005 年 3 月期 2006 年 3 月期 
売 上 高 5,861,737 4,675,903 4,972,059 
営 業 利 益 59,948 65,521 76,202 
経 常 利 益 48,461 58,088 78,773 
当期純利益または当期純

損失 △33,609 △412,475 43,706 

１株当たり当期純利益ま

た は 当 期 純 損 失 △172.52 △1,876.48 126.21 

１ 株 当 た り 純 資 産 235.43 △1,440.26 △368.95 
 
４．分割する事業の概要 
（１）分割する事業内容 

化粧品の開発企画・販売事業 
 
（２）本件事業の 2006 年 3 月期における経営成績  （単位：百万円） 
 

本件事業(a) 当社全体での 2006
年 3 月期実績(b) 比 率(a／b) 

売 上 高 5,717 4,972,059 0.11％ 

売 上 総 利 益 1,016 242,166 0.42％ 

営 業 利 益 371 76,202 0.49％ 

経 常 利 益 340 78,773 0.43％ 
 
（３）分割する資産、負債の項目及び金額（2006 年 9 月 30 日現在） 
   双日株式会社（分割会社）                                    （単位：百万円） 

資産 負債 
項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

受取手形・売掛金を除く

流 動 資 産 1,500 
支 払 手 形 を 除 く 
流 動 負 債 747 

固 定 資 産 6 固 定 負 債 1 
合計 1,506 合計 748 

 



５．会社分割後の上場会社の状況 
（１）商号、事業内容、本店所在地、代表者、決算期の変更はありません。また本件における資本金の減少

はありません。 
（２）本件分割が総資産に与える影響は軽微であります。 
（３）会計処理の概要 

承継会社は、当社の 100％出資の子会社であり、共通支配下の取引となるため、分割会社の資産

及び負債は、承継会社においても、分割会社における当該資産及び負債の適切な帳簿価額にて

計上されます。 
（４）分割による業績への影響の見通し 

当社連結及び単独業績見通しに与える影響は軽微です。また、共通支配下の取引であり、連結業

績への影響はありません。 
 

以 上 


